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平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）

平
成
14
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

平
成
14
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

平
成
14
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

心
身
障
害
児
福
祉
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
　

限
の
移
譲
と
財
源
の
問
題
な
ど
、
国

や
都
の
動
向
に
よ
る
市
へ
の
影
響
が
、

引
き
続
き
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
市
と
し
て
も
、
時
代
の
変
化
に

適
合
し
た
財
政
体
質
の
改
善
・
強
化

に
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

精
神
医
療
給
付
金
に
所
得
制
限
の
導

入
、
を
行
う
も
の
で
、
10
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
10
月
1
日
よ
り
、
慢
性

肝
炎
、
肝
硬
変
・
ヘ
パ
ト
ー
ム
の
疾

病
が
、
東
京
都
の
難
病
患
者
等
に
係

る
医
療
費
等
の
助
成
対
象
か
ら
除
か

れ
、
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉
手
当

の
支
給
が
終
了
す
る
た
め
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
、
3
年
間

に
限
り
手
当
を
支
給
す
る
た
め
の
経

過
措
置
を
設
け
る
等
の
改
正
を
行
い
、

公
布
と
同
時
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
支

給
条
例
で
は
、
平
成
15
年
4
月
1
日

の
老
人
福
祉
手
当
の
支
給
廃
止
時
に
、

老
人
福
祉
手
当
受
給
者
へ
の
支
給
制

限
を
条
文
か
ら
除
く
改
正
を
含
み
ま

す
。

と
も
に
、
今
後
の
安
定
し
た
行
政
運

営
の
た
め
に
基
金
を
充
実
し
ま
し
た
。

年
度
途
中
で
は
、
少
子
化
対
策
の

た
め
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
、
私
立
幼
稚
園
児

の
保
護
者
補
助
金
や
公
共
施
設
営
繕

工
事
の
増
額
な
ど
計
6
回
の
予
算
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

状
況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
、
財
政
的
な
余
力
や
ゆ
と

り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す
指
標
で

あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
に

比
べ
0
･
5

改
善
し
、
90
・
9
％

と
な
り
ま
し
た
。
市
の
借
金
の
状
況

を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
公
債
費
比

率
は
、
前
年
度
に
比
べ
0
･
7

改
善

し
、
10
・
2
％
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
花
小
金
井
駅
北
口
都
市
基
盤

整
備
事
業
の
進
行
等
に
伴
い
、
公
債

費
比
率
の
悪
化
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
悪
化
を
極
力
招
か
な
い
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
国
の
構
造
改
革
に
伴
う

地
方
交
付
税
制
度
の
改
正
や
、
地
方

分
権
の
本
格
化
に
伴
う
地
方
へ
の
権

ポ
イ 

ン
ト 

ポ
イ 

ン
ト 

9
月
定
例
会
最
終
日
に
、
平
成
13

年
度
一
般
会
計
及
び
5
つ
の
特
別
会

計
決
算
の
認
定
議
案
が
提
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
は
、11

月
5
日
か
ら
8
日
ま
で
行
い
、
12
月

定
例
会
で
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
市
長
か
ら
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
提
案
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
提
案
説
明
概
要
】

平
成
13
年
度
は
、
小
平
市
に
お
い

て
も
依
然
厳
し
い
財
政
環
境
で
あ
り

ま
し
た
が
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
社

会
の
到
来
を
前
に
、
子
育
て
支
援
や

保
育
所
待
機
児
の
解
消
な
ど
、
多
彩

平
成
13
年
度
事
業
の
終
了
に
よ
る

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
、
普
通
交

付
税
の
増
額
に
よ
り
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。

歳
出
で
は
、
財
政
調
整
基
金
（
年

度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
の
基
金
）
へ
の
積
み
立
て
、
市

立
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
道
路
等

の
施
設
改
修
経
費
の
増
額
を
行
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
当
初
予
算
編
成
後

の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
費
の
増
減

と
、
債
務
負
担
行
為
（
数
年
度
に
わ

た
る
工
事
な
ど
、
市
が
将
来
的
に
経

費
を
支
出
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
内
容
を
予
算
と
し

て
定
め
て
お
く
も
の
）
の
追
加
等
を

行
い
ま
す
。

補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

3
億
4
千
2
百
67
万
2
千
円
の
増
額

に
な
り
ま
す
。

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
、
介
護

納
付
金
の
額
が
決
定
し
た
こ
と
等
に

よ
り
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
今
後
の
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
行
い
、
ま
た
前
年
度
の

退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
療
養
給
付

費
交
付
金
の
精
算
に
よ
り
生
じ
た
超

過
交
付
額
を
返
還
し
ま
す
。

補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
１
千
６
百
84
万
３
千
円
の
増
額

で
、
予
算
総
額
は
、
百
９
億
２
千
２

百
54
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

関
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
13
億
４
千
７
百
万
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
、
４
百
88
億
３
千
５
百
93

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正
で

は
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
直
接
施

行
に
よ
る
公
共
下
水
道
建
設
費
の
負

担
金
２
百
40
万
円
を
増
額
し
、
予
備

費
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
都
市
計
画
道
路
・
市
道
の

整
備
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
で

あ
る
花
小
金
井
駅
北
口
雨
水
管
渠

か
ん
き
ょ

築

造
工
事
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た

る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
補
正
予
算
は
、
い
ず
れ

も
花
小
金
井
駅
北
口
の
都
市
基
盤
整

備
事
業
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で

本
事
業
を
開
始
す
る
環
境
が
整
っ
た

た
め
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
補
正
で
は
、
都
市
基

盤
整
備
公
団
の
直
接
施
行
に
よ
る
都

市
計
画
道
路
、
及
び
市
道
の
整
備
に

改
正
の
主
な
内
容
は
、
①
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
一
部
負
担
金
（
個
人
が
医

療
機
関
に
支
払
う
費
用
）
の
改
正
、

②
同
改
正
法
に
よ
る
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
あ
わ
せ
た
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
方
法
の
見
直
し
、
③
こ

と
し
3
月
の
地
方
税
法
改
正
に
あ
わ

せ
た
、
株
式
等
の
譲
渡
益
に
係
る
申

告
不
要
の
特
例
の
創
設
、
④
東
京
都

の
補
助
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
結
核
・

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

小
平
市
教
育
委
員
会
委
員

吉
田
昌
子
（
よ
し
だ
し
ょ
う
こ
）
氏

小
平
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員小

山
喜
彬
（
こ
や
ま
き
よ
し
）
氏

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
東
京
都
の
制

度
改
正
を
受
け
て
行
う
も
の
で
す
。

入
院
時
の
食
事
代
負
担
を
老
人
保

健
法
の
規
定
か
ら
国
民
健
康
保
険
法

ま
た
は
社
会
保
険
各
法
で
定
め
る
規

定
に
変
更
す
る
も
の
で
、
10
月
1
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

な
行
政
需
要
へ
の
対
応
を
図
る
と
と

も
に
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
諸
施

策
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
市
財
政
の
根
幹
で
あ

る
市
税
が
、
市
内
大
手
法
人
の
赤
字

決
算
の
影
響
で
4
年
連
続
の
減
収
と

な
っ
た
ほ
か
、
地
方
消
費
税
交
付
金

は
増
、
地
方
交
付
税
が
小
幅
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
の
た
め
、
効
率
的
、
重
点
的
な

財
源
配
分
を
し
、
経
費
節
減
に
努
め

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
市
内
初
の

児
童
館
建
設
、
地
方
交
付
税
制
度
の

活
用
に
よ
る
（
仮
称
）
小
川
西
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
、
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
事
業
用
地
購
入
促
進
を
図
る
と

  

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
設
置 
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置 

月
に
決
算
審
査

月
に
決
算
審
査 

1111
月
に
決
算
審
査 
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同
　
　
意

会派名略称 フォ：フォーラム小平 政和：政和会　　　　公ク：公明党小平元気クラブ　　　共産：日本共産党市議団
緑ネ：緑・生活者ネット 市民：市民クラブ

第 65 号 東京電力株式会社による原子力発電所の事実隠しへの厳正な処置を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　名
フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民

議決結果（7人） （6人） （5人） （4人） （4人） （1人）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民 議決結果

第 58 号 専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

第 59 号 小平市教育委員会委員の任命同意 ○ ○ ○ × × ○ 同　　意

第 60 号 小平市固定資産評価審査委員会委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

第 61 号 平成14年度小平市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 62 号 平成14年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 63 号 平成14年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 64 号 平成14年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 65 号 小平市国民年金印紙購入基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 66 号 小平市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

第 67 号 小平市心身障害児福祉手当支給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決

第 68 号 小平市心身障害者福祉手当支給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決

第 69 号 小平市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決

第 70 号 小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ 原案可決

第71～84号 市道路線の認定及び廃止（第Ａ－147号線ほか11路線の認定、第Ａ－147・148号線の廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 85 号 平成14年度小平市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 86 号 平成14年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〈市長提出議案〉

9月定例会
○：賛成　×：反対 （ ）内は各会派の議員数　※フォーラム小平の会派所属議員数は議長を除く数
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主な議案
9月定例会

主な議案
9月定例会

可決または同意のあ
った議案から主なもの
をお知らせします。

花
小
金
井
駅
北
口

都
市
基
盤
整
備
事
業
関
連

整備の始まる花小金井駅北口（拓大一高付近）

〈議員提出議案〉

議案に対する各会派の賛否議案に対する各会派の賛否  議案に対する各会派の賛否


